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『２１世紀の都市像－地域を活かすまちづくり』 
古今書院（２００８年９月）刊 

今、都市の思想が変わる・・・。 

外向的開発優先からサスティナブルなまちづくりへ 

人口減少、産業空洞化の大転換期、 

２１世紀に都市を輝かせる秘訣を紹介。 

各分野の専門家が執筆。 
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